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連載 11

─ 歳出の状況⑵ ─
目的別歳出（その２）
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●千葉県内市町村における住民1人当たりの目的別歳出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

自治体における歳出を見れば重視する政策がわ
かる、と言うことができれば、まさに自治体の特
徴を数字で掴むことになるでしょう。しかし、も
ちろん実際にはそう単純にはいきません。とはい
え、歳出結果すなわち歳出の決算データには、行
政需要や政策的対応の特徴が間違いなく反映され
ています。個々の自治体の財政分析を行うときに
は、特徴ある事務事業の具体的な実施状況など、
さまざまな側面から歳出についての検討を行うこ

とが必要ですが、本稿ではそこまで詳しく分け
入ることはできません。そこで、せめて個々の自
治体が他の県内自治体と比較してどのあたりに位
置づけられるのかを感じ取るぐらいの概略と基礎
データをとりまとめることにします。
【図01-01】～【図01-10】は、住民１人当たり

の目的別歳出を高額の自治体から順に並べたグラ
フです。2011（平成23）年度の決算額を同年度末
の住民基本台帳人口で除して得た数値を用いて図
示しています。
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【図01-01】年度末住基人口１人当たりの議会費　2011（H23）年度

【図01-02】年度末住基人口１人当たりの総務費　2011（H23）年度
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【図01-01】は、議会費です。睦沢町と芝山町が
13,000円を超え、1,500円程度で最も少額の千葉市
と比べると９倍近い開きがあります。
【図01-02】は、総務費です。ここでも芝山町が

197,000円と突出していることがわかります。柏
市は23,500円程度ですから、８倍強の差がありま
す。
【図01-03】は、民生費です。145,000円弱の旭

市がやや抜きんでているようにも見えますが、グ

ラフは概ねなだらかな傾斜になっています。大網
白里町は70,000円程度ですから、格差は２倍強で
す。
【図01-04】は、衛生費です。約88,000円の成田

市と約83,000円の南房総市が突出しています。こ
の両者は全く異なった特色を有する自治体ですか
ら、この共通点について説明するためにはより詳
しい検討が必要です。佐倉市は20,000円ぐらいで
すから４倍強の開きです。
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【図01-03】年度末住基人口１人当たりの民生費　2011（H23）年度

【図01-04】年度末住基人口１人当たりの衛生費　2011（H23）年度
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【図01-05】は、農林水産業費です。約60,000
円の芝山町と約59,000円の長南町が著しく突出し、
第３位の鋸南町は32,000円ですから、その倍に近
い高額です。農村型と都市型と概括できるような
地理的特徴が並び順に顕著に表れているように見
えます。浦安市は、わずかに110円です。

【図01-06】は、商工費です。約45,000円の千葉
市が第２位の南房総市18,000円の2.5倍と極端に突
出しています。産業関連の支出とはいえ農林水産
業費とは違い、農村型と都市型の区別はつかない
ように見えます。睦沢町は855円です。
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【図01-05】年度末住基人口１人当たりの農林水産業費　2011（H23）年度

【図01-06】年度末住基人口１人当たりの商工費　2011（H23）年度
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【図01-07】は、土木費です。84,000円に近い芝
山町が突出し、約55,000円の成田市がそれに続い
ています。とはいえ、グラフは概ねなだらかな傾
斜になっており、最も低額の御宿町は10,000円ぐ
らいです。

【図01-08】は、消防費です。香取市の32,000円
から船橋市の11,000円に至るまで、３倍程度の差
がありますが、グラフは全般的になだらかな傾斜
です。
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【図01-07】年度末住基人口１人当たりの土木費　2011（H23）年度

【図01-08】年度末住基人口１人当たりの消防費　2011（H23）年度
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【図01-09】は、教育費です。長生村が74,000円
ほどで最も高額、最も低額の一宮町は21,000円ほ
どですから、3.5倍程度の開きです。
【図01-10】は、公債費です。鋸南町と南房総市

がそれぞれ75,000円と73,000円で、やや突出して
おり、最も少額の袖ケ浦市は17,000円弱、格差は
４倍を超えています。

なお、目的別歳出の項目は以上で全てではあり

ませんが、図表に多くの紙幅を要するため、空欄
やゼロが並ぶ労働費、災害復旧費、諸支出金およ
びこの2011（H23）年度まで10年以上千葉県内の
自治体に実例がない前年度繰上充用金については
省略します。

この計算方法の指標によって歳出額を自治体間
で比較することは便宜的ではありますが、それで
も自治体間に格差や特徴があることがわかります。
【図01-01】～【図01-10】では、目的別のそれ
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【図01-09】年度末住基人口１人当たりの教育費　2011（H23）年度

【図01-10】年度末住基人口１人当たりの公債費　2011（H23）年度
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ぞれにおいて突出した値を示した自治体がいくつ
かありました。それがたまたま2011（H23）年度
だけに見られる特徴なのかどうか、次に推移をグ
ラフで示します。ここで取りあげる自治体は、千
葉市、成田市、旭市、芝山町、睦沢町、長南町、
南房総市、鋸南町の８自治体です。
【図02-01】の議会費では、合併直後に南房総市

と旭市が大幅な減額となっている他は、概ね同じ
ような傾向が看取されます。

総務費は、調整に充てられる場合も多いので一
般的な傾向は掴みにくいのですが、【図02-02】か
らは、いくつかの尖りを見ることができます。こ
れは基金の積み増しなどが考えられますが、細か
く分け入らないと説明ができません。
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【図02-01】年度末住基人口１人当たりの議会費の推移

【図02-02】年度末住基人口１人当たりの総務費の推移
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【図02-03】の民生費は、各自治体とも同じよう
な傾向にあるようです。
【図02-04】の衛生費はグラフを読み取りにくい

のですが、微減傾向の千葉市、芝山町および長南

町、急上昇の成田市と南房総市、横ばいか微増の
旭市、睦沢町および鋸南町の３つに分かれるよう
です。
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【図02-03】年度末住基人口１人当たりの民生費の推移

【図02-04】年度末住基人口1人当たりの衛生費の推移
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【図02-05】の農林水産費は、さらにグラフが読
み取りにくいようですが、芝山町、睦沢町および
鋸南町にはかなり凸凹が見えます。年によって政
策が激しく変化しているようです。

【図02-06】の商工費では、うなぎ登りとも言え
るような千葉市ばかりが目を引きます。南房総市
も上昇傾向にありますが、千葉市とは比べるべく
もありません。
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【図02-05】年度末住基人口１人当たりの農林水産業費の推移

【図02-06】年度末住基人口１人当たりの商工費の推移
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【図02-07】の土木費では、全般的に減少傾向
にあるものの、ここの推移はジグザグしています。
そうした中でも千葉市の減少傾向は大きく、商工
費とは対照的です。その傾向は南房総市にもやや

見られます。
【図02-08】の消防費は、芝山町が特異な推移を

しています。何か特別な事情がありそうです。
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【図02-07】年度末住基人口１人当たりの土木費の推移

【図02-08】年度末住基人口１人当たりの消防費の推移

自治研ちば  2014年6月（vol.14） 45



【図02-09】の教育費は、2007（平成19）年度と
2010（平成22）年度をピークとする自治体が多い
ほかは、凸凹が激しく、それ以外の特徴や傾向を

見出すことは困難なようです。
【図02-10】の公債費については、概ね各自治体

とも漸増傾向にあるようです。
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【図02-09】年度末住基人口１人当たりの教育費の推移

【図02-10】年度末住基人口１人当たりの公債費の推移
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●自治体の規模による目的別歳出の比較
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

本連載の前号では、人口規模により自治体を７
つに区分し、とくに民生費と土木費についてそれ
ぞれの構成比の推移について検討を加えました。
そして「人口３万人未満と10万人以上の層を境に
ほぼ３分割される傾向」を見ることができました。
そこで、改めてその３区分と地区ごとの比較と併
せて行えるように数字をまとめてみました。

この【表01】を見ると、東葛地区と千葉地区
の自治体はいずれも人口10万人以上、反面香取地
区、長生地区および夷隅地区はそれぞれ１つの例
外を除いて人口３万人未満であることがわかりま

す。すなわち、地区別の比較と人口規模別の比較
は、かなり重なる側面があるということになりま
す。実際、それぞれについて推移をグラフにまと
めてみましたが、作図に手間を要した割には読み
取りにくく、また非常に紙幅が嵩みますので、人
口規模別のグラフに代表させ、地区別については
表に示すことに止めます。個々の図表にコメント
を付すことも省略しますが、概ね同じような推移
傾向を示しつつも、規模により構成比に差がある
ことを看取することができます。なお、その差は
大小がありますので、グラフの読図には目盛り幅
に留意することが必要です。

3万人未満（18自治体） 3万人以上10万人未満（20自治体）10万人以上(16自治体）
国勢調査人口 国勢調査人口 国勢調査人口

東葛地区 鎌ケ谷市 107,853 
　（9自治体） 我孫子市 134,017 

野田市 155,491 
流山市 163,984 
浦安市 164,877 
柏市 404,012 
市川市 473,919 
松戸市 484,457 
船橋市 609,040 

千葉地区 習志野市 164,530 
　（4自治体） 八千代市 189,781 

市原市 280,416 
千葉市 961,749 

君津地区 富津市 48,073 木更津市 129,312 
　（4自治体） 袖ケ浦市 60,355 

君津市 89,168 
印旛地区 酒々井町 21,167 富里市 51,087 成田市 128,933 
　（9自治体） 栄町 22,483 白井市 60,345 佐倉市 172,183 

八街市 73,212 
四街道市 86,726 
印西市 88,176 

香取地区 神崎町 6,522 香取市 82,866 
　（4自治体） 東庄町 15,174 

多古町 15,776 
海匝地区 匝瑳市 39,814 
　（3自治体） 旭市 69,058 

銚子市 70,210 
山武地区 芝山町 7,808 大網白里町 50,726 
　（6自治体） 九十九里町 18,002 山武市 56,089 

横芝光町 25,452 東金市 61,751 
長生地区 睦沢町 7,433 茂原市 93,015 
　（7自治体） 長柄町 7,812 

長南町 9,191 
白子町 12,380 
一宮町 12,459 
長生村 14,900 

夷隅地区 御宿町 8,011 いすみ市 40,962 
　（4自治体） 大多喜町 10,438 

勝浦市 20,788 
安房地区 鋸南町 8,979 鴨川市 35,766 
　（4自治体） 南房総市 42,104 

館山市 49,290 

【表01】2010（平成22）年国勢調査人口に基づく自治体規模の３区分

自治研ちば  2014年6月（vol.14） 47



0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 

（％） 

3万人未満 

3万人以上10万人未満 

10万人以上 

2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年
(H14) (H15) (H16) (H17) (H18) (H19) (H20) (H21) (H22) (H23)

3万人未満 2.2 2.1 2.1 2.1 2.1 2.0 2.0 1.8 1.7 2.2 
3～10万人 1.3 1.3 1.3 1.5 1.3 1.2 1.2 1.1 1.0 1.3 
10万人以上 0.9 0.9 0.9 0.9 0.9 0.8 0.8 0.8 0.7 0.9 

東葛地区 1.0 0.9 0.9 0.9 0.9 0.8 0.8 0.8 0.7 0.9 
千葉地区 0.8 0.8 0.8 0.8 0.7 0.7 0.7 0.7 0.7 0.8 
君津地区 1.3 1.2 1.3 1.2 1.3 1.2 1.2 1.1 1.1 1.5 
印旛地区 1.5 1.5 1.6 1.6 1.5 1.4 1.4 1.2 1.1 1.4 
香取地区 2.2 2.2 2.2 2.2 2.2 1.8 1.7 1.5 1.4 1.7 
海匝地区 1.9 1.9 1.9 1.6 1.4 1.3 1.3 1.0 1.0 1.2 
山武地区 1.8 1.7 1.6 1.5 1.5 1.4 1.3 1.2 1.2 1.5 
長生地区 2.2 2.2 2.0 2.1 2.1 2.1 2.1 1.9 1.8 2.4 
夷隅地区 2.1 2.1 2.0 1.9 1.9 1.8 1.8 1.6 1.5 2.0 
安房地区 2.2 2.1 2.1 1.9 1.4 1.3 1.3 1.1 1.0 1.5 

【表02-01】議会費構成比の自治体規模別／地区別推移 （％）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 

（％） 

3万人未満 
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10万人以上 

2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年
(H14) (H15) (H16) (H17) (H18) (H19) (H20) (H21) (H22) (H23)

3万人未満 19.5 20.6 19.7 18.3 19.3 18.3 19.4 22.4 19.8 20.1 
3～10万人 14.0 14.5 15.5 16.5 16.5 12.6 15.2 17.9 16.0 14.1 
10万人以上 13.1 13.8 12.9 13.2 13.7 10.3 13.3 16.8 12.8 11.5 

東葛地区 13.3 13.2 12.4 12.6 13.4 9.5 13.0 16.6 13.0 11.8 
千葉地区 11.7 11.6 11.3 12.1 11.8 8.9 11.4 15.4 11.0 9.5 
君津地区 15.1 18.5 18.3 17.6 15.9 11.4 15.0 14.3 15.0 12.8 
印旛地区 16.3 16.1 16.8 16.9 18.0 17.1 18.9 20.2 16.0 14.4 
香取地区 21.1 19.4 19.8 19.6 20.0 18.2 20.1 20.0 17.6 15.6 
海匝地区 15.2 18.9 19.5 17.2 15.2 11.6 13.8 14.6 14.6 13.5 
山武地区 18.7 20.2 18.4 18.3 20.4 15.7 17.6 23.2 19.4 17.2 
長生地区 16.7 17.8 17.5 16.4 16.8 17.5 17.8 20.6 17.6 19.8 
夷隅地区 17.8 19.2 18.1 18.1 18.8 15.5 17.1 19.8 22.5 21.1 
安房地区 16.1 19.1 18.5 16.6 15.9 12.9 16.7 23.3 18.0 18.2 

【表02-02】総務費構成比の自治体規模別／地区別推移 （％）

【図03-01】議会費構成比の自治体規模別推移

【図03-02】総務費構成比の自治体規模別推移
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2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年
(H14) (H15) (H16) (H17) (H18) (H19) (H20) (H21) (H22) (H23)

3万人未満 16.0 17.7 17.8 19.0 20.0 21.3 21.7 22.0 23.8 24.7 
3～10万人 19.5 20.9 21.6 22.2 23.6 24.6 25.2 24.3 28.6 31.2 
10万人以上 22.8 24.5 25.8 27.5 28.3 29.3 29.8 29.4 35.4 36.1 

東葛地区 22.1 26.1 27.1 29.0 29.9 30.5 31.0 31.1 37.0 37.7 
千葉地区 22.3 24.5 26.2 27.0 27.4 28.6 28.7 28.3 34.4 34.7 
君津地区 18.5 19.0 21.1 22.4 24.1 24.9 25.5 25.6 31.4 33.6 
印旛地区 16.2 18.9 18.6 20.8 20.9 22.0 23.1 23.8 29.0 30.8 
香取地区 17.1 17.8 19.3 20.0 20.9 22.1 22.1 22.3 24.7 26.3 
海匝地区 19.8 20.0 19.7 21.4 24.0 23.9 25.0 24.1 27.4 31.4 
山武地区 16.0 18.3 18.8 18.7 20.4 22.0 21.7 21.1 24.9 26.8 
長生地区 17.0 18.7 18.4 20.1 21.1 21.9 23.1 23.4 25.7 25.8 
夷隅地区 18.6 21.2 20.8 20.6 23.6 25.2 25.3 25.3 25.7 26.8 
安房地区 16.7 17.2 17.4 22.4 23.6 24.2 23.9 22.5 23.8 26.8 

【表02-03】民生費構成比の自治体規模別／地区別推移 （％）
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2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年
(H14) (H15) (H16) (H17) (H18) (H19) (H20) (H21) (H22) (H23)

3万人未満 12.7 11.8 11.9 12.4 12.1 12.5 12.2 11.9 11.0 10.6 
3～10万人 14.1 13.4 12.9 13.3 12.6 12.5 12.3 11.4 11.8 11.9 
10万人以上 13.5 12.8 12.5 11.5 11.1 11.2 10.7 10.0 9.8 10.2 

東葛地区 14.3 14.0 12.6 11.2 11.1 11.1 10.9 10.2 9.8 10.0 
千葉地区 13.1 10.1 11.9 11.2 10.3 11.0 10.1 9.6 8.8 8.7 
君津地区 13.7 13.9 14.8 15.1 13.6 12.9 11.8 11.2 11.4 11.9 
印旛地区 12.0 11.7 11.7 12.5 11.9 11.5 10.9 10.2 10.4 11.8 
香取地区 10.8 11.1 12.7 13.1 13.0 12.8 12.7 12.9 12.2 10.3 
海匝地区 14.5 14.7 14.0 14.6 13.2 13.5 14.0 12.3 12.2 12.7 
山武地区 13.5 13.7 13.9 12.5 12.5 13.6 12.6 12.8 12.8 11.1 
長生地区 12.5 12.6 11.9 12.6 12.0 12.2 12.4 11.6 11.2 10.7 
夷隅地区 16.9 14.3 14.3 13.1 13.0 13.0 13.2 12.5 11.4 11.5 
安房地区 13.3 11.4 12.2 11.6 11.3 11.6 11.1 9.8 10.6 11.8 

【表02-04】衛生費構成比の自治体規模別／地区別推移 （％）

【図03-03】民生費構成比の自治体規模別推移

【図03-04】衛生費構成比の自治体規模別推移
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2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年
(H14) (H15) (H16) (H17) (H18) (H19) (H20) (H21) (H22) (H23)

3万人未満 7.7 7.1 6.7 6.9 5.8 5.1 4.7 4.7 4.6 4.5 
3～10万人 3.4 2.9 2.8 3.3 3.0 2.8 2.7 2.7 2.3 2.3 
10万人以上 1.0 0.9 0.9 0.9 0.9 0.8 0.8 0.8 0.7 0.7 

東葛地区 1.1 0.7 0.6 0.6 0.7 0.6 0.6 0.6 0.5 0.5 
千葉地区 1.0 0.8 0.8 0.7 0.8 0.8 0.7 0.6 0.7 0.6 
君津地区 3.2 2.5 2.5 2.4 2.9 2.3 2.1 2.1 1.8 1.8 
印旛地区 3.0 2.8 2.9 2.0 1.9 1.6 1.5 1.4 1.3 1.3 
香取地区 7.9 7.1 5.7 5.5 4.9 4.7 4.4 4.4 4.0 4.0 
海匝地区 8.0 6.8 5.8 4.2 4.0 3.5 4.0 3.9 2.8 2.4 
山武地区 4.9 4.4 5.9 4.4 4.4 5.1 4.2 4.3 3.9 4.7 
長生地区 10.6 9.6 9.7 10.4 8.3 5.3 5.7 5.2 4.9 4.9 
夷隅地区 5.2 4.8 4.2 3.9 3.4 3.6 3.5 3.3 3.6 2.7 
安房地区 9.1 7.6 5.6 4.8 3.7 4.8 3.4 3.9 4.6 3.9 

【表02-05】農林水産業費構成比の自治体規模別／地区別推移 （％）
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10万人以上 

2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年
(H14) (H15) (H16) (H17) (H18) (H19) (H20) (H21) (H22) (H23)

3万人未満 1.7 1.7 1.8 1.5 1.8 1.4 1.4 1.5 1.4 1.5 
3～10万人 1.6 1.5 1.4 1.4 1.4 1.5 1.6 3.5 1.5 1.6 
10万人以上 1.7 1.7 1.6 1.5 1.5 1.6 1.7 2.6 1.9 2.0 

東葛地区 1.3 1.4 1.3 1.2 1.2 1.1 1.1 1.8 1.1 1.1 
千葉地区 2.2 2.2 2.1 1.8 2.0 2.5 3.0 3.6 3.9 4.3 
君津地区 1.3 1.0 1.1 1.2 1.1 1.1 1.3 6.4 1.5 1.6 
印旛地区 0.9 0.9 0.9 0.9 1.6 1.0 1.1 1.8 1.2 1.1 
香取地区 1.0 0.9 0.9 1.0 0.9 1.0 1.0 1.2 1.0 1.0 
海匝地区 1.6 1.5 1.3 1.6 1.8 1.7 1.9 4.8 1.3 1.6 
山武地区 1.3 1.3 1.3 1.3 1.3 1.4 1.4 1.4 1.3 1.2 
長生地区 2.3 2.3 2.2 1.7 1.5 1.5 1.4 2.1 1.5 1.5 
夷隅地区 2.0 2.2 2.0 2.1 2.0 1.9 1.9 2.3 2.1 2.4 
安房地区 2.1 2.1 1.7 2.0 2.3 2.4 2.4 3.7 2.3 3.2 

【表02-06】商工費構成比の自治体規模別／地区別推移 （％）

【図03-05】農林水産業費構成比の自治体規模別推移

【図03-06】商工費構成比の自治体規模別推移
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2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年
(H14) (H15) (H16) (H17) (H18) (H19) (H20) (H21) (H22) (H23)

3万人未満 10.1 9.5 8.9 8.1 7.3 7.2 7.0 7.5 7.0 6.7 
3～10万人 15.5 14.5 12.8 10.7 11.4 9.8 10.0 9.8 8.6 8.3 
10万人以上 17.4 16.4 16.0 15.0 14.5 14.0 13.9 11.9 11.3 10.8 

東葛地区 17.8 15.6 15.9 15.0 14.7 14.6 14.3 12.1 11.5 11.2 
千葉地区 18.7 18.9 17.4 16.8 15.7 14.8 15.1 12.9 12.2 11.1 
君津地区 18.2 15.1 14.8 14.2 14.5 12.7 12.8 12.2 10.7 10.2 
印旛地区 13.9 13.7 13.5 10.7 10.6 9.7 9.7 9.9 8.8 8.5 
香取地区 10.1 9.5 9.4 8.4 7.7 7.9 8.3 9.0 8.2 8.4 
海匝地区 10.4 8.0 7.0 7.2 8.9 8.2 7.9 9.8 7.8 7.0 
山武地区 11.6 11.4 10.0 11.4 9.7 9.6 9.1 8.4 8.5 8.8 
長生地区 12.1 11.2 9.3 9.0 9.3 8.4 8.7 8.6 8.4 7.5 
夷隅地区 7.5 7.2 8.0 5.8 6.1 5.5 5.3 5.8 4.6 5.1 
安房地区 8.6 7.0 7.8 8.0 8.6 5.4 5.9 5.8 5.0 4.6 

【表02-07】土木費構成比の自治体規模別／地区別推移
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2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年
(H14) (H15) (H16) (H17) (H18) (H19) (H20) (H21) (H22) (H23)

3万人未満 5.6 5.5 5.9 6.0 6.0 6.2 6.0 5.6 5.3 5.8 
3～10万人 5.5 5.5 5.6 5.7 5.8 5.9 5.9 5.6 5.2 6.0 
10万人以上 4.9 4.9 5.0 5.0 5.2 5.1 4.9 4.6 4.3 4.5 

東葛地区 4.9 4.7 4.8 4.8 4.8 5.0 4.8 4.6 4.2 4.4 
千葉地区 4.8 4.7 4.7 4.8 5.4 5.0 4.5 4.1 3.9 4.0 
君津地区 5.8 5.4 6.1 5.8 6.3 6.2 6.0 5.6 5.5 5.9 
印旛地区 5.9 6.0 6.4 6.6 6.4 6.5 6.5 6.2 5.9 6.5 
香取地区 6.3 6.1 6.4 6.3 6.8 7.3 6.4 5.7 5.5 6.2 
海匝地区 5.7 6.0 5.2 4.8 4.9 5.0 5.2 5.6 4.6 4.8 
山武地区 5.2 4.9 5.2 5.3 5.4 5.1 5.0 4.9 4.8 5.5 
長生地区 4.7 4.7 4.6 5.1 4.9 4.9 5.3 4.8 4.8 5.2 
夷隅地区 6.5 6.5 6.2 5.9 7.1 7.5 7.0 7.2 5.9 6.8 
安房地区 5.4 6.2 5.4 5.9 5.7 5.6 5.5 4.8 4.8 5.8 

【表02-08】消防費構成比の自治体規模別／地区別推移

【図03-07】土木費構成比の自治体規模別推移

【図03-08】消防費構成比の自治体規模別推移
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（％）
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2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年
(H14) (H15) (H16) (H17) (H18) (H19) (H20) (H21) (H22) (H23)

3万人未満 14.1 13.6 14.5 15.0 14.0 13.8 13.6 11.8 14.2 11.0 
3～10万人 14.4 14.3 14.7 14.4 12.9 13.9 13.8 13.2 14.5 11.7 
10万人以上 13.7 13.3 13.3 13.8 13.2 13.2 13.5 13.3 13.1 12.8 

東葛地区 13.2 12.9 13.4 13.9 12.9 13.0 13.0 12.8 12.9 12.4 
千葉地区 13.1 14.1 12.6 13.1 13.7 14.0 13.8 13.1 12.2 14.0 
君津地区 13.9 15.4 11.8 12.3 12.4 15.5 16.3 13.7 13.7 12.7 
印旛地区 18.7 16.3 15.0 15.4 15.1 13.9 14.7 14.1 15.3 12.2 
香取地区 13.4 15.7 12.6 13.1 12.0 11.6 12.1 12.8 15.0 10.2 
海匝地区 11.8 11.2 14.8 16.6 14.2 16.1 13.5 12.0 16.7 11.5 
山武地区 16.9 14.1 15.4 17.1 14.5 14.9 15.5 13.0 13.5 12.3 
長生地区 12.5 11.9 15.7 13.2 13.4 14.8 12.1 11.9 13.7 12.2 
夷隅地区 10.8 11.0 12.6 17.4 12.2 10.4 11.9 10.6 10.9 9.1 
安房地区 12.8 13.4 15.5 11.3 11.3 13.5 14.7 12.2 16.5 9.4 

【表02-09】教育費構成比の自治体規模別／地区別推移
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2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年
(H14) (H15) (H16) (H17) (H18) (H19) (H20) (H21) (H22) (H23)

3万人未満 9.9 10.2 10.3 10.6 11.1 11.6 11.8 10.7 10.3 10.2 
3～10万人 10.2 10.7 10.7 10.7 11.0 11.5 11.9 10.2 10.0 10.2 
10万人以上 10.9 10.7 10.9 10.4 10.6 10.5 10.6 9.7 9.6 9.3 

東葛地区 10.7 10.4 10.8 10.2 10.4 10.4 10.3 9.3 9.0 8.7 
千葉地区 12.2 12.0 11.8 11.5 12.0 11.3 11.9 11.4 11.7 11.2 
君津地区 8.5 7.7 7.5 7.5 7.7 7.9 7.9 7.5 7.6 7.5 
印旛地区 11.6 12.0 12.4 12.7 12.2 13.3 12.4 11.0 10.4 10.2 
香取地区 9.9 10.3 10.4 10.8 11.3 11.5 11.2 10.1 9.8 9.2 
海匝地区 10.7 10.8 10.5 10.6 12.2 12.1 13.3 11.6 11.0 11.0 
山武地区 9.8 9.8 9.1 9.1 9.4 9.8 11.2 9.2 9.1 9.2 
長生地区 8.7 8.7 8.4 9.3 10.1 10.4 11.4 9.7 9.8 9.5 
夷隅地区 11.6 11.1 10.4 10.1 11.5 12.2 12.6 11.3 10.8 11.2 
安房地区 13.0 13.2 12.9 14.5 15.2 15.4 14.8 12.7 12.7 14.0 

【表02-10】公債費構成比の自治体規模別／地区別推移

【図03-09】教育費構成比の自治体規模別推移

【図03-10】公債費構成比の自治体規模別推移

（％）

（％）
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【表03-01】～【表03-10】は、2011（平成23）
年度末住基人口１人当たりの目的別歳出を高額順
に並べて順位をつけたものです。【図01-01】～【図
01-10】を作成するための元となったデータです。

目的別歳出を【表04-01-01】から【表04-10-
10】にまとめ、当地方自治研究センターのウェブ
サイトに掲載しました。【表04-01】議会費、【表
04-02】総務費、【表04-03】民生費、【表04-04】
衛生費、【表04-05】農林水産業費、【表04-06】
商工費、【表04-07】土木費、【表04-08】消防費、

【表04-09】教育費、【表04-10】公債費、のそれ
ぞれを東葛地区から安房地区に至る10地区に分け
て、歳出決算額（単位：千円）とその歳出総額に
占める割合（単位：％）および年度末住基人口１
人当たりの歳出決算額（単位：円）を2002（平成
14）年度から2011（平成23）年度に至る10年間分
まとめたものです。

これらの表に示される数値は、まさに基礎デー
タに他ならず、各自治体の財政分析には不可欠の
数値です。しかしながら、いざ集めて取りまとめ
ようとすると非常に手数を要します。皆様の便宜
を考慮し、掲載しましたので活用されることを期
待します。

千葉県地方自治研究センターホームページ
　http://chiba-jichiken.net/

「活動報告」の「調査・研究」のページをご覧
ください。

（続く）

順位 団体名 議会費
1 睦沢町 13,736 
2 芝山町 13,352 
3 長柄町 11,341 
4 長南町 10,772 
5 御宿町 10,735 
6 大多喜町 9,070 
7 一宮町 8,993 
8 神崎町 8,804 
9 勝浦市 8,687 

10 鋸南町 8,519 
11 白子町 8,434 
12 長生村 7,723 
13 東庄町 7,144 
14 多古町 6,964 
15 鴨川市 6,848 
16 南房総市 6,422 
17 酒々井町 6,135 
18 富津市 5,997 
19 九十九里町 5,964 
20 匝瑳市 5,629 
21 袖ケ浦市 5,592 
22 栄町 5,555 
23 いすみ市 5,052 
24 東金市 4,826 
25 横芝光町 4,483 
26 君津市 4,365 
27 銚子市 4,318 
28 館山市 4,259 
29 富里市 4,258 
30 印西市 4,242 
31 山武市 4,236 
32 成田市 4,080 
33 旭市 3,871 
34 白井市 3,808 
35 大網白里町 3,611 
36 四街道市 3,611 
37 香取市 3,590 
38 茂原市 3,512 
39 鎌ケ谷市 3,355 
40 八街市 3,329 
41 木更津市 3,190 
42 習志野市 3,169 
43 我孫子市 2,894 
44 野田市 2,844 
45 流山市 2,714 
46 八千代市 2,687 
47 市原市 2,656 
48 佐倉市 2,638 
49 浦安市 2,520 
50 市川市 2,045 
51 松戸市 1,994 
52 柏市 1,825 
53 船橋市 1,789 
54 千葉市 1,542 

【表03-01】年度末住基人口
　１人当たりの議会費

2011（H23）年度 高額順
（円）

順位 団体名 総務費
1 芝山町 197,640 
2 大多喜町 147,458 
3 南房総市 126,911 
4 長南町 117,711 
5 睦沢町 107,731 
6 御宿町 91,407 
7 長柄町 84,592 
8 一宮町 83,600 
9 鋸南町 82,800 

10 神崎町 81,954 
11 横芝光町 78,596 
12 旭市 69,084 
13 鴨川市 67,550 
14 いすみ市 64,709 
15 勝浦市 63,076 
16 成田市 61,789 
17 長生村 58,316 
18 東庄町 55,947 
19 多古町 53,648 
20 白子町 53,614 
21 栄町 52,900 
22 匝瑳市 52,002 
23 山武市 51,775 
24 印西市 49,725 
25 九十九里町 49,523 
26 香取市 47,892 
27 富津市 47,235 
28 館山市 45,621 
29 野田市 44,801 
30 我孫子市 44,695 
31 酒々井町 43,098 
32 白井市 42,601 
33 富里市 42,282 
34 君津市 42,092 
35 袖ケ浦市 41,952 
36 浦安市 40,023 
37 銚子市 39,735 
38 東金市 36,288 
39 四街道市 36,018 
40 鎌ケ谷市 35,923 
41 佐倉市 34,018 
42 茂原市 33,033 
43 木更津市 32,717 
44 市川市 32,651 
45 習志野市 31,772 
46 大網白里町 31,504 
47 船橋市 30,701 
48 松戸市 30,498 
49 市原市 30,045 
50 八千代市 29,728 
51 千葉市 28,738 
52 八街市 26,314 
53 流山市 24,108 
54 柏市 23,475 

【表03-02】年度末住基人口
　１人当たりの総務費

2011（H23）年度 高額順
（円）
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順位 団体名 商工費
1 千葉市 45,220 
2 南房総市 17,715 
3 鴨川市 17,147 
4 御宿町 13,945 
5 鋸南町 12,806 
6 成田市 12,512 
7 大多喜町 10,116 
8 勝浦市 9,914 
9 旭市 9,654 

10 白子町 8,984 
11 市原市 8,966 
12 九十九里町 8,245 
13 茂原市 8,234 
14 館山市 7,934 
15 船橋市 7,738 
16 一宮町 7,268 
17 香取市 6,989 
18 芝山町 6,987 
19 いすみ市 5,722 
20 君津市 5,716 
21 習志野市 5,523 
22 袖ケ浦市 5,390 
23 富津市 5,317 
24 匝瑳市 5,273 
25 柏市 4,949 
26 東庄町 4,749 
27 銚子市 4,730 
28 酒々井町 4,383 
29 東金市 4,368 
30 木更津市 4,049 
31 長南町 3,820 
32 浦安市 3,810 
33 長柄町 3,462 
34 印西市 3,320 
35 市川市 3,239 
36 横芝光町 3,037 
37 野田市 2,760 
38 白井市 2,685 
39 富里市 2,620 
40 山武市 2,606 
41 栄町 2,483 
42 八千代市 2,477 
43 長生村 2,259 
44 我孫子市 2,243 
45 多古町 2,060 
46 八街市 1,996 
47 大網白里町 1,969 
48 流山市 1,940 
49 佐倉市 1,936 
50 鎌ケ谷市 1,422 
51 四街道市 1,313 
52 神崎町 1,155 
53 松戸市 1,065 
54 睦沢町 855 

【表03-06】年度末住基人口
　１人当たりの商工費

2011（H23）年度 高額順
（円）

順位 団体名 衛生費
1 成田市 87,850 
2 南房総市 82,855 
3 御宿町 62,148 
4 旭市 54,687 
5 多古町 53,604 
6 銚子市 51,893 
7 鋸南町 50,623 
8 いすみ市 50,445 
9 横芝光町 50,330 

10 富里市 48,063 
11 長柄町 45,933 
12 長南町 44,626 
13 大多喜町 44,606 
14 睦沢町 42,967 
15 山武市 42,400 
16 白子町 42,325 
17 匝瑳市 41,719 
18 袖ケ浦市 41,158 
19 浦安市 40,727 
20 印西市 40,526 
21 九十九里町 40,348 
22 君津市 40,166 
23 東庄町 40,110 
24 鴨川市 38,031 
25 富津市 36,573 
26 館山市 36,068 
27 茂原市 36,037 
28 芝山町 35,754 
29 勝浦市 35,322 
30 大網白里町 35,000 
31 東金市 34,449 
32 長生村 34,246 
33 白井市 34,112 
34 一宮町 34,104 
35 市川市 33,846 
36 木更津市 33,629 
37 栄町 31,887 
38 千葉市 30,528 
39 八千代市 29,651 
40 神崎町 29,385 
41 船橋市 28,699 
42 柏市 28,313 
43 八街市 28,001 
44 香取市 27,905 
45 流山市 27,706 
46 鎌ケ谷市 27,018 
47 松戸市 26,386 
48 市原市 26,330 
49 野田市 24,675 
50 習志野市 24,574 
51 四街道市 23,938 
52 酒々井町 22,702 
53 我孫子市 22,644 
54 佐倉市 20,338 

【表03-04】年度末住基人口
　１人当たりの衛生費

2011（H23）年度 高額順
（円）

順位 団体名 農林水産費
1 芝山町 59,809 
2 長南町 58,608 
3 鋸南町 32,114 
4 睦沢町 27,797 
5 横芝光町 17,772 
6 南房総市 17,664 
7 東庄町 17,252 
8 長柄町 17,218 
9 香取市 16,367 

10 大多喜町 15,116 
11 多古町 14,478 
12 山武市 14,247 
13 白子町 14,130 
14 一宮町 13,946 
15 鴨川市 13,927 
16 九十九里町 12,446 
17 旭市 11,258 
18 いすみ市 11,028 
19 勝浦市 10,364 
20 大網白里町 10,125 
21 神崎町 10,019 
22 御宿町 9,877 
23 東金市 9,837 
24 成田市 9,181 
25 銚子市 8,721 
26 匝瑳市 8,271 
27 袖ケ浦市 7,976 
28 富津市 7,215 
29 富里市 5,869 
30 館山市 5,814 
31 長生村 5,700 
32 酒々井町 5,495 
33 君津市 5,339 
34 野田市 5,028 
35 茂原市 4,234 
36 栄町 3,994 
37 八街市 3,362 
38 市原市 3,308 
39 木更津市 3,063 
40 印西市 2,561 
41 八千代市 2,328 
42 我孫子市 2,295 
43 佐倉市 2,013 
44 白井市 1,793 
45 千葉市 1,742 
46 柏市 1,375 
47 四街道市 1,339 
48 鎌ケ谷市 1,258 
49 流山市 1,061 
50 船橋市 864 
51 松戸市 668 
52 市川市 614 
53 習志野市 515 
54 浦安市 110 

【表03-05】年度末住基人口
　１人当たりの農林水産費

2011（H23）年度 高額順
（円）

順位 団体名 民生費
1 旭市 144,842 
2 浦安市 130,632 
3 千葉市 128,028 
4 成田市 124,808 
5 勝浦市 123,726 
6 いすみ市 120,139 
7 鴨川市 118,767 
8 香取市 117,712 
9 松戸市 117,688 

10 匝瑳市 117,111 
11 館山市 115,320 
12 市川市 115,306 
13 船橋市 114,389 
14 芝山町 113,251 
15 南房総市 111,262 
16 袖ケ浦市 111,157 
17 大多喜町 110,161 
18 富津市 109,400 
19 山武市 108,468 
20 野田市 108,295 
21 市原市 107,994 
22 銚子市 107,580 
23 君津市 105,930 
24 神崎町 105,782 
25 習志野市 104,981 
26 八千代市 104,371 
27 横芝光町 102,970 
28 長南町 102,788 
29 東金市 101,402 
30 木更津市 100,584 
31 柏市 100,018 
32 鋸南町 99,651 
33 睦沢町 99,607 
34 長柄町 98,446 
35 鎌ケ谷市 98,172 
36 八街市 97,476 
37 我孫子市 95,933 
38 一宮町 95,791 
39 流山市 95,755 
40 茂原市 93,506 
41 御宿町 93,305 
42 富里市 92,077 
43 白井市 91,805 
44 四街道市 91,604 
45 多古町 90,449 
46 九十九里町 89,562 
47 長生村 89,116 
48 白子町 89,052 
49 印西市 86,765 
50 佐倉市 85,407 
51 東庄町 83,556 
52 酒々井町 73,029 
53 栄町 72,488 
54 大網白里町 69,900 

【表03-03】年度末住基人口
　１人当たりの民生費

2011（H23）年度 高額順
（円）
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順位 団体名 公債費
1 睦沢町 13,736 
2 芝山町 13,352 
3 長柄町 11,341 
4 長南町 10,772 
5 御宿町 10,735 
6 大多喜町 9,070 
7 一宮町 8,993 
8 神崎町 8,804 
9 勝浦市 8,687 

10 鋸南町 8,519 
11 白子町 8,434 
12 長生村 7,723 
13 東庄町 7,144 
14 多古町 6,964 
15 鴨川市 6,848 
16 南房総市 6,422 
17 酒々井町 6,135 
18 富津市 5,997 
19 九十九里町 5,964 
20 匝瑳市 5,629 
21 袖ケ浦市 5,592 
22 栄町 5,555 
23 いすみ市 5,052 
24 東金市 4,826 
25 横芝光町 4,483 
26 君津市 4,365 
27 銚子市 4,318 
28 館山市 4,259 
29 富里市 4,258 
30 印西市 4,242 
31 山武市 4,236 
32 成田市 4,080 
33 旭市 3,871 
34 白井市 3,808 
35 大網白里町 3,611 
36 四街道市 3,611 
37 香取市 3,590 
38 茂原市 3,512 
39 鎌ケ谷市 3,355 
40 八街市 3,329 
41 木更津市 3,190 
42 習志野市 3,169 
43 我孫子市 2,894 
44 野田市 2,844 
45 流山市 2,714 
46 八千代市 2,687 
47 市原市 2,656 
48 佐倉市 2,638 
49 浦安市 2,520 
50 市川市 2,045 
51 松戸市 1,994 
52 柏市 1,825 
53 船橋市 1,789 
54 千葉市 1,542 

【表03-10】年度末住基人口
　１人当たりの公債費

2011（H23）年度 高額順
（円）

順位 団体名 消防費
1 香取市 32,286 
2 いすみ市 30,844 
3 鋸南町 27,954 
4 大多喜町 27,853 
5 御宿町 27,776 
6 勝浦市 26,988 
7 白子町 25,877 
8 芝山町 25,753 
9 南房総市 25,719 

10 横芝光町 25,643 
11 鴨川市 25,397 
12 成田市 23,401 
13 多古町 23,274 
14 山武市 23,120 
15 富津市 23,089 
16 袖ケ浦市 22,693 
17 印西市 22,395 
18 酒々井町 21,557 
19 栄町 21,338 
20 九十九里町 20,264 
21 匝瑳市 20,094 
22 神崎町 20,016 
23 睦沢町 19,914 
24 長柄町 19,838 
25 館山市 19,389 
26 富里市 19,096 
27 銚子市 18,825 
28 長南町 18,602 
29 一宮町 18,186 
30 白井市 17,936 
31 君津市 17,575 
32 東庄町 17,430 
33 八街市 17,294 
34 長生村 17,003 
35 旭市 16,542 
36 佐倉市 15,963 
37 我孫子市 14,504 
38 柏市 14,503 
39 市原市 14,200 
40 大網白里町 14,172 
41 茂原市 13,991 
42 市川市 13,922 
43 東金市 13,593 
44 四街道市 13,575 
45 鎌ケ谷市 13,236 
46 木更津市 12,632 
47 習志野市 12,360 
48 千葉市 12,300 
49 松戸市 11,938 
50 浦安市 11,755 
51 流山市 11,421 
52 八千代市 11,338 
53 野田市 11,105 
54 船橋市 11,010 

【表03-08】年度末住基人口
　１人当たりの消防費

2011（H23）年度 高額順
（円）

順位 団体名 教育費
1 長生村 74,195 
2 大多喜町 68,807 
3 成田市 63,232 
4 芝山町 62,139 
5 浦安市 59,672 
6 横芝光町 58,983 
7 睦沢町 58,172 
8 印西市 57,643 
9 習志野市 52,985 

10 大網白里町 52,281 
11 長柄町 51,899 
12 鋸南町 50,502 
13 匝瑳市 48,862 
14 袖ケ浦市 48,793 
15 八千代市 45,975 
16 旭市 44,211 
17 南房総市 43,815 
18 神崎町 43,619 
19 山武市 42,816 
20 多古町 42,585 
21 君津市 41,167 
22 市原市 40,820 
23 銚子市 40,708 
24 長南町 40,384 
25 白井市 40,313 
26 船橋市 39,374 
27 白子町 39,338 
28 鴨川市 38,140 
29 柏市 37,914 
30 木更津市 37,188 
31 香取市 36,578 
32 千葉市 36,165 
33 いすみ市 34,973 
34 富里市 34,423 
35 我孫子市 34,224 
36 茂原市 33,963 
37 富津市 33,826 
38 流山市 33,812 
39 市川市 33,014 
40 東庄町 31,750 
41 勝浦市 31,688 
42 九十九里町 30,729 
43 酒々井町 30,590 
44 鎌ケ谷市 29,277 
45 館山市 29,038 
46 四街道市 28,794 
47 野田市 28,596 
48 松戸市 28,562 
49 東金市 27,951 
50 佐倉市 27,233 
51 栄町 27,232 
52 八街市 26,283 
53 御宿町 23,739 
54 一宮町 21,268 

【表03-09】年度末住基人口
　１人当たりの教育費

2011（H23）年度 高額順
（円）

順位 団体名 土木費
1 芝山町 83,743 
2 成田市 55,427 
3 野田市 46,847 
4 多古町 44,752 
5 習志野市 43,932 
6 横芝光町 43,827 
7 いすみ市 43,674 
8 浦安市 42,222 
9 袖ケ浦市 40,026 

10 千葉市 39,832 
11 長生村 39,373 
12 旭市 39,152 
13 香取市 37,914 
14 市原市 37,819 
15 茂原市 35,142 
16 睦沢町 34,458 
17 船橋市 33,824 
18 流山市 33,495 
19 君津市 33,217 
20 市川市 31,790 
21 酒々井町 31,493 
22 柏市 31,481 
23 富津市 31,310 
24 富里市 31,224 
25 鎌ケ谷市 29,057 
26 印西市 28,952 
27 長南町 28,272 
28 大網白里町 27,836 
29 神崎町 27,640 
30 木更津市 25,988 
31 四街道市 25,653 
32 館山市 24,746 
33 匝瑳市 23,302 
34 松戸市 23,136 
35 山武市 22,589 
36 東金市 22,111 
37 銚子市 21,884 
38 八千代市 21,294 
39 我孫子市 21,264 
40 南房総市 20,317 
41 白子町 20,056 
42 大多喜町 19,421 
43 鴨川市 19,095 
44 長柄町 18,719 
45 八街市 17,424 
46 九十九里町 17,228 
47 佐倉市 17,060 
48 一宮町 16,593 
49 東庄町 16,456 
50 栄町 14,399 
51 白井市 13,780 
52 勝浦市 12,889 
53 鋸南町 10,460 
54 御宿町 9,983 

【表03-07】年度末住基人口
　１人当たりの土木費

2011（H23）年度 高額順
（円）
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